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このコーナーでは、皆さんの自慢のペット・飼ってみたい動物を紹介していきます。
ご自慢のペット・飼ってみたい動物との出会いや思い出を教えてください。

ミーミは生後3週間くらいの頃、道
で一匹泣いていた所を友人が保
護し、我が家に迎え入れました。
ラテはペットショップで完全に一
目ぼれです。

人
宅
で
採
れ
た
栗
の
お
裾
分
け
を
頂
き
ま
し

た
。
幼
少
期
、
祖
母
が
用
意
し
た
茹
栗
を
一

緒
に
食
べ
た
記
憶
が
蘇
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
と
同
じ

よ
う
に
、
今
度
は
自
分
で
用
意
を
し
ま
し
た
。
し
っ

か
り
し
た
実
が
甘
く
ホ
ク
ホ
ク
し
て
と
て
も
美
味
し

い
栗
を
食
べ
な
が
ら
、
祖
母
は
、
八
朔
・
梅
・
ス
イ

カ
・
栗
・
梨
・
葡
萄
・
リ
ン
ゴ
…
季
節
の
果
物
を
私

の
た
め
に
用
意
し
て
く
れ
て
い
た
。
と
今
頃
気
づ
き

ま
し
た
。

頂
い
た
栗
は
秋
だ
け
で
な
く
祖
母
と
の
思
い
出
も
運

ん
で
く
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

（
大
分
支
店　

甲
斐
）

た
や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
年
前
の
出
来

事
。
と
あ
る
方
か
ら
「
社
内
報
に
載
っ
て
い

る
３
年
目
研
修
の
集
合
写
真
、
坂
口
君
だ
け
研
修
中

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
」
と
の

ツ
ッ
コ
ミ
が
。
確
か
に
そ
こ
に
は
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
る
私
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
次
は
ツ
ッ
コ
ま
れ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
が
、
今
年
７

月
に
受
け
た
５
年
目
研
修
で
…
す
っ
か
り
忘
れ
て
い

ま
し
た
。 

詳
し
く
は
前
回
号
に
て
（
社
内
報
担
当
よ

り
…
皆
さ
ん
は
是
非
と
も
社
内
報
掲
載
写
真
（
研
修

写
真
含
む
）
は
笑
顔
で
写
っ
て
く
だ
さ
い
！
）

（
本
社　

坂
口
）

ま 知 社
員
近
思
録

自慢

出会いと思い出

ミーミは毛並みがとてもきれいで
す。キジトラでこげ茶色がかわいい
です。ラテは目が離れてて太ってお
り、人なつっこいところが大好きで
す。

ここが可愛い！

ミーミは話しかけると返事をしま
す。ラテは物を投げると持ってきま
す。犬みたいです。

特技
ミーミは小さいころミーミー泣いて
いたので、そこから名づけました。
ラテは、カフェラテ色をしていたた
めラテと名づけました。

名前の由来は？

PETS PHOTO

我が家の

　
10
月
3
日
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
が
発

表
さ
れ
た
。
超
短
時
間
幅
の
パ
ル
ス
光
を

作
る
技
術
ら
し
い
。
何
の
役
に
立
つ
の
だ

ろ
う
？
ミ
ク
ロ
＆
高
速
な
事
象
の
観
測
方

法
は
、
パ
ル
ス
光
を
当
て
そ
の
反
射
を
捕

ら
え
る
や
り
方
が
一
般
的
だ
。
現
在
ま
で

最
も
短
か
っ
た
パ
ル
ス
光
幅
は
フ
ェ
ム
ト

秒
…
10
の
マ
イ
ナ
ス
15
乗
で
あ
る
。
ミ
リ

（
10-3
）
、
マ
イ
ク
ロ
（
10-6
）
、
ナ
ノ
（
10-9
）
、

ピ
コ
（
10-12
）
と
並
び
、
ピ
コ
の
さ
ら
に

1
/
1
0
0
0
が
フ
ェ
ム
ト
。
日
々
の
暮

ら
し
か
ら
か
け
離
れ
て
想
像
も
つ
か
な
い

が
、
こ
の
技
術
が
0.
1
ミ
ク
ロ
ン
す
な
わ

ち
ウ
イ
ル
ス
や
D
N
A
の
世
界
を
可
視
化

し
て
き
た
。
今
般
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
進

化
を
遂
げ
た
訳
だ
。
パ
ル
ス
光
幅
は
ア
ト

秒
（
10-18
）
。
0.
1
ナ
ノ
m
の
微
細
構
造

や
、
超
高
速
で
飛
び
回
っ
て
い
る
電
子
挙

動
な
ど
、
分
子
科
学
の
領
域
へ
文
字
通
り

「
光
を
当
て
る
」
技
術
と
な
っ
て
い
る
。

分
子
世
界
の
電
子
挙
動
は
、
反
応
メ
カ
ニ

ズ
ム
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
、
今

後
こ
の
技
術
が
、
化
学
だ
け
で
な
く
、
医

療
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
も
含
め
て
連

鎖
的
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す

期
待
が
膨
ら
む
。

　
一
方
、
目
に
見
え
る
世
の
中
で
も
、
何

が
起
こ
る
か
判
ら
な
い
。
野
球
、
サ
ッ
カ

ー
、
バ
ス
ケ
、
ラ
グ
ビ
ー
、
陸
上
…
。
夢

を
実
現
す
る
人
た
ち
の
活
躍
に
心
を
躍
ら

せ
、
眠
い
目
を
こ
す
っ
て
深
夜
未
明
に
応

援
す
る
こ
と
も
、
何
か
を
感
じ
て
ジ
ョ
ギ

ン
グ
を
始
め
る
こ
と
も
大
い
に
楽
し
も

う
。
し
ば
ら
く
し
て
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
止
め

て
も
そ
れ
も
ま
た
良
い
。
達
成
感
、
こ
だ

わ
り
、
残
念
感
、
何
で
も
い
い
か
ら
日
々

を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
。

（
Ｋ
・
Ｙ
）
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有
言

用

名 前
種 類
性 別
年 齢
性 格

ラテ
アメリカンショートヘアー
オス
3歳
やんちゃ

：
：
：
：
：

プロフィール
名 前
種 類
性 別
年 齢
性 格

ラテ
アメリカンショートヘアー
オス
3歳
やんちゃ

：
：
：
：
：

プロフィール

名 前
種 類
性 別
年 齢
性 格

ミーミ
日本猫
メス
4歳
おっとり

：
：
：
：
：

プロフィール
名 前
種 類
性 別
年 齢
性 格

ミーミ
日本猫
メス
4歳
おっとり

：
：
：
：
：

プロフィール

2023年
会社スローガン漸進 【会社方針】

新生アステック入江
基盤づくりの推進

ペット

FM事業部 野田 隆史郎さん
  の　だ　りゅうしろう

八幡支店
人材採用ＰＲムービー

ぜひご覧ください！

光支店　黒田さん

本社　大嶋さん

大分支店　桒田さん 大分支店　江口さん 大分支店　前原さん



（　
　
　
　
　
　
　 
）

（　
　
　
　
　
　
　 

）

（　
　
　
　
　
　
　 
）

（ 　
　
　
　
　
　
　 

）

（　
　
　
　
　
　
　 

）

Ｑ．誰が相談対象者？
　当社の役員及び社員、派遣社員等（呼称のいかんを問わず
当社で就業している者。請負契約先社員も含む）が対象です。

Ｑ．相談受付事項は？
①法令違反、公益を犯すような行為
②社内のルール違反
③その他コンプライアンス違反に関すると思われる事項

※うわさを含む曖昧な事柄を事実として断言することや、個人的な利益
　を図る目的や他人の誹謗中傷、私怨を目的として行うことは禁止です。

Ｑ．情報は守られる？
　公益通報者保護法の趣旨に則って相談者の保護を図り、相
談者の氏名、相談内容等については極秘扱いとし、コンプラ
イアンス委員長他関係者以外には開示致しません。

　当社では、法令遵守と風通しの良い職場作りを通した健全な企業活動の推進を目的に、コンプライ
アンス違反に関する相談や疑問点についての相談窓口を社内外に設けて対応しています。

内部通報制度（コンプライアンス相談窓口）について

【社内相談窓口（事務局）】
専用電話：093-661-5353
E-MAIL：comp@astec-irie.co.jp
書面郵送：〒805-8507 北九州市八幡東区西本町 3-1-1
　　　　　株式会社アステック入江 コンプライアンス事務局宛

【社内相談窓口（各事業部門）】
各事業部の総務担当部署より各事業部門が任命した者

【社外相談窓口】
電 話：093-571-0220 （中野敬一弁護士）または
　　　093-592-1201 （中野昌治弁護士）
FAX：093-592-1203
書面郵送：〒803-0814 北九州市小倉北区大手町11番 3号
　　　　　大手町アイビースクエア２Ｆ 大手町法律事務所
　　　　　上記どちらかの弁護士

※社外相談窓口への相談は原則、実名でお願い致します。
　（調査結果報告のため）

基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
む
新
体
制
発
足

基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
む
新
体
制
発
足

第
67
期 

定
時
株
主
総
会
開
催

　
10
月
30
日
（
月
）
午
前
11
時
よ
り
西
日
本
工
業
倶
楽
部
に
お
い
て
、
株
主
の
皆

様
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
第
67
期
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
総
会
に
お
い
て
は
第
67
期
の
事
業
報
告
な
ら
び
に
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、

各
議
題
が
決
議
に
か
け
ら
れ
、
全
て
の
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
株
主
総
会
閉
会
後
に
開
催
さ
れ
た
取
締
役
会
に
お
い
て
代
表
取
締
役

お
よ
び
社
長
選
定
、
な
ら
び
に
執
行
体
制
等
が
承
認
さ
れ
、
新
た
な
体
制
が
上
記

の
と
お
り
決
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
体
制
で
、
新
生
ア
ス
テ
ッ
ク
入

江
の
基
盤
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
高
橋 

正
幸
は
同
日
付
で
取
締
役
相
談
役
を
退
任
し
、
相
談
役
に
就
任

し
ま
し
た
。

代
表
取
締
役
社
長

（
事
故
、も
し
く
は
支
障
が

あ
る
と
き
）の
業
務
代
行

鉄
鋼
事
業
本
部
長
委
嘱

技
術
統
括
部
に
関
す
る

事
項
管
掌

Ｆ
Ｍ
事
業
部
に
関
す
る

事
項
管
掌

経
営
企
画
室
長
を
委
嘱

営
業
統
括
部
に
関
す
る

事
項
管
掌

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
事
業
所
管
掌

（
大
分
支
店
長
委
嘱
）

経
理
部
長
を
委
嘱

経
営
企
画
室
長
補
佐
役
を
委
嘱

人
事
部
に
関
す
る
事
項
管
掌

10
月
30
日
付
の
役
員
人
事

11
月
1
日
付
の
組
織
変
更

11
月
1
日
付
の

上
席
執
行
役
員
人
事

　

ご
安
全
に
！

　

こ
の
た
び
取
締
役
（
経
理
部
長
・

人
事
部
管
掌
・
経
営
企
画
室
長
補
佐

役
）
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
か
ら
、
経
理
部 

部
長
に

就
任
し
て
以
降
、
社
内
外
と
の
「
信

取締役　水城 優

総務・人事部 総　務　Ｇｒ

人事労働Ｇｒ

総　務　部 総　務　Ｇｒ

人　事　部

社　長　室

経営企画室

人事労働Ｇｒ

人事企画Ｇｒ

取
締
役
新
任
あ
い
さ
つ

［現　行］ ［変更後］

頼
」
の
構
築
に
向
け
、
自
身
の
信
条

で
あ
る
「
誠
実
に
」・「
思
い
や
り
を
も

っ
て
」・「
知
恵
を
出
し
合
う
」を
ベ

ー
ス
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
経
営
の
重
責
を
担
う
一

人
と
し
て
、
激
変
す
る
経
営
環
境
に

順
応
し
、
経
営
理
念
・
５
つ
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
組

織
力
の
強
化
を
図
り
、
新
し
い
発
想

も
柔
軟
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
当
社

の
成
長
に
向
け
た
様
々
な
課
題
に
精

力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で

す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

代
表
取
締
役
社
長

入
江
　
伸
一
郎

取
締
役
副
社
長

（
社
長
補
佐
）

平
嶋
　
直
樹

取
締
役

青
栁
　
健
兒

取
締
役

安
田
　
賢
一

取
締
役（
新
任
）

水
城
　
優

監
査
役

眞
　
清
晴

総
務
部
長
を
委
嘱

Ｄ
Ｘ
推
進
部
長
を
委
嘱

Ｐ
Ｃ
Ｂ
事
業
部
長
を
委
嘱

（
八
幡
支
店
長
を
委
嘱
）

全
社
総
括
安
全
衛
生

管
理
者
を
委
嘱

安
全
環
境
防
災
部
長
を

委
嘱

技
術
統
括
部 

副
部
長
を

委
嘱

（
技
術
統
括
部
長
を
委
嘱
）

（
営
業
統
括
部
長
を
委
嘱
）

上
席
執
行
役
員

秦
　
吉
範

上
席
執
行
役
員

池
　
　
健

上
席
執
行
役
員

吉
野
　
寛

上
席
執
行
役
員

（
新
任
）

山
地
　
清

上
席
執
行
役
員

（
新
任
）

井
上
　
信
宏

２
０
２
３
年
11
月
１
日
付
を
も
っ

て
、
本
社
の
一
部
組
織
を
次
の
と
お

り
変
更
致
し
ま
す
。

１.  

目
的

　
　
　
本
社
組
織
「
総
務
・
人
事
部
」
の

再
編
を
図
り
、
管
理
体
制
の
強
化
並

び
に
業
務
推
進
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　
　
　
経
営
戦
略
の
策
定
と
実
行
及
び

全
社
的
な
戦
略
の
展
開
を
図
る
た

め
、
社
長
室
並
び
に
経
営
企
画
室
を

新
設
し
ま
す
。

2. 

組
織

　
　
1
「
総
務
・
人
事
部
」
の
機
能
を
分

割
し
、「
総
務
部
」と「
人
事
部
」の

ニ
部
門
体
制
と
し
ま
す
。

　
　
　
な
お
、「
人
事
部
」は
業
務
の
効
率

化
を
狙
い
、
二
グ
ル
ー
プ
制
で
運

用
し
、「
総
務
部
」に
お
い
て
は
内

部
統
制
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
2
社
長
直
轄
組
織
と
し
て
、「
社
長

室
」と「
経
営
企
画
室
」を
新
設
し

ま
す
。

　
　
　
秘
書
機
能
を
「
総
務
グ
ル
ー
プ
」

か
ら「
社
長
室
」へ
移
管
し
ま
す
。
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八幡工場

日々の努力で綺麗に保たれた連鋳課の職場

安
藤
係
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た

広畑工場　

無
災
害
継
続
の
思
い
を
新
た
に

無
災
害
継
続
の
思
い
を
新
た
に

９
カ
年
無
災
害
達
成
表
彰
式

大
分
支
店

　
８
月
25
日
（
金
）
、
大
分
地
区
の
栗
田
副
所
長
よ
り
「
9
カ
年

無
災
害
達
成
（
2
0
1
4
年
８
月
６
日
に
発
生
し
た
休
業
災

害
）
」
の
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
副
所
長
と
司
会

の
麻
生
安
全
健
康
室
長
が
支
店
会
議
室
に
お
越
し
に
な
り
、
大
分

支
店
を
代
表
し
て
、
安
藤
副
原
料
係
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
今
回
か
ら
は
、
２
次
協
力
会
社
の
方
々
に
も
感
謝
状

を
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
協
力
企
業
を
代
表
し
て
、
堤
内
組
の
堤

内
社
長
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
盆
が
過
ぎ
た
8
月
末
と
は
い
え
、
暑
い
時
期
・
夏
季
ゼ
ロ
災

活
動
期
間
中
の
表
彰
式
で
も
あ
り
、
栗
田
副
所
長
か
ら
「
夏
季
ゼ

ロ
災
活
動
も
終
盤
を
迎
え
酷
暑
が
続
い
て
い
る
、
最
後
ま
で
気
を

抜
か
ず
自
ら
決
め
た
弱
点
克
服
活
動
を
完
遂
し
て
も
ら
い
た

い
。
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
副
原
料
係
A

組
の
池
永
峻
真
さ
ん
が
力
強
い
ゼ
ロ
三
唱
で
締
め
る
と
、
副
所
長

か
ら
「
非
常
に
良
い
ゼ
ロ
唱
和
だ
っ
た
」
と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂

き
、
参
加
者
全
員
無
災
害
継
続
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
房
前
）

６
Ｓ
は
小
さ
い
努
力
の
積
み
重
ね
か
ら

６
Ｓ
は
小
さ
い
努
力
の
積
み
重
ね
か
ら

八
協
会
総
会 

６
Ｓ
活
動
表
彰

八
幡
支
店

　
7
月
14
日
（
金
）
、
八
協
会
総
会
に
て
、
八
幡
支
店 

連
鋳
課
の

６
Ｓ
活
動
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
連
鋳
課
の
職
場
は
、
溶
銑
・
溶

鋼
鍋
の
耐
火
物
整
備
作
業
、
Ｔ
Ｄ
の
耐
火
物
整
備
作
業
、
連
続
鋳

造
の
準
備
作
業
、
そ
し
て
鋳
造
片
内
質
判
定
（
I
B
E
）
作
業
と

４
つ
の
系
列
が
あ
り
ま
す
。
特
に
耐
火
物
を
取
り
扱
う
鍋
整
備
、

T
D
整
備
で
は
、
耐
火
物
粉
塵
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６
Ｓ

を
頑
張
っ
て
も
業
務
の
特
性
上
、
す
ぐ
に
汚
れ
る
た
め
、
色
々
な

環
境
改
善
や
設
備
対
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
日
々
の

一
仕
事
一
片
付
け
、
空
い
た
時
間
を
有
効
利
用
し
て
の
６
Ｓ
を
皆

で
や
る
こ
と
が
一
番
の
有
効
な
手
段
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
現
場
の
綺
麗
さ
は
、
小
さ
い
努
力
の
積
み
重
ね
と
持
続
す
る
皆

の
意
識
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
目
に
つ
い
た
ゴ
ミ
を
拾
い
、
道

工
具
を
片
付
け
、
溜
ま
っ
た
粉
塵
を
清
掃
す
る
…
。
当
た
り
前
の

よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
の
当
た
り
前
を
継
続
し
習
慣
化
す
る
の

は
、
な
か
な
か
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
組
織
と
し
て
、

こ
れ
ら
を
遵
守
し
て
習
慣
化
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
職
場
の

環
境
改
善
を
進
め
、
将
来
は
小
さ
い
努
力
の
積
み
重
ね
で
、
時
間

や
手
間
を
省
い
た
６
Ｓ
対
応
が
で
き
る
現
場
造
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
脇
田
）

か
き
氷
で
夏
を
乗
り
切
る

か
き
氷
で
夏
を
乗
り
切
る

納
涼
祭
開
催

F
M
事
業
部

　
ご
安
全
に
！

　
Ｆ
Ｍ
事
業
部
で
は
夏
季
特

別
活
動
の
目
標
と
し
て
熱
中

症
「
０
」
を
掲
げ
、
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
の

夏
は
、
最
高
気
温
が
35
度
以

上
の
猛
暑
日
が
続
き
、
作
業

者
の
皆
さ
ん
の
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
を
目
的
と
し
て
、
納
涼
祭

（
８
月
16
日
〜
９
月
30
日
の

毎
週
水
曜
日
実
施
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
熱
中
症
の
予
防
で
欠
か
せ

な
い
の
は
、
こ
ま
め
な
水
分

補
給
と
塩
分
補
給
で
す
。
0.1

か
ら
0.2
パ
ー
セ
ン
ト
の
塩
分

と
程
よ
い
甘
さ
を
含
む
か
き

氷
は
、
体
に
吸
収
さ
れ
や
す

く
、
汗
で
塩
分
を
放
出
し
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
私
た
ち
の

体
を
整
え
て
く
れ
る
優
れ
た

涼
菓
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

各
工
場
に
か
き
氷
バ
ー
を
設

置
し
ま
し
た
。
響
工
場
に
お

い
て
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
事
業

所
と
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

納
涼
祭
を
通
し
部
門
を
超
え

て
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
、

協
力
会
社
を
含
め
、
た
く
さ

ん
の
方
に
涼
と
笑
顔
を
提
供

で
き
ま
し
た
。

（
岩
本
）

響工場・事務所 

　
２
０
２
３
年
４
月
１
日
に
、
本
社
技
術
部
を
「
技
術

統
括
部
」
に
名
称
変
更
し
、
⑴
企
画
グ
ル
ー
プ　
⑵
開

発
グ
ル
ー
プ　
⑶
品
質
管
理
グ
ル
ー
プ
に
機
能
を
分
割

し
運
営
す
る
体
制
に
改
め
ま
し
た
。

　

企
業
に
と
っ
て
の
第
一
の
責
務
は
「
存
続
す
る
こ

と
」
で
あ
り
、
存
続
し
続
け
る
た
め
の
礎
と
な
る
も
の

が
、
一
昔
前
ま
で
は
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」
で
し

た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
そ
れ
ら
３
つ
の
経
営
資
源

に
「
情
報
」
を
加
え
た
４
つ
を
主
要
な
経
営
資
源
と
し

て
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
弊
社
に
お
い
て
は
や
や
遅
れ

気
味
で
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業
が
所
有
し
て
い
る
情
報

（
著
作
権
、
特
許
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
品
質
デ
ー
タ

な
ど
の
無
形
財
産
）
を
今
後
は
「
技
術
統
括
部
」
に
お

い
て
有
効
活
用
し
て
参
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
企
業
に
は
大
き
く
分
け
て
「
生
産
部
門

（
直
接
部
門
）
」
と
「
ス
タ
ッ
フ
部
門
（
間
接
部

門
）
」
が
あ
り
ま
す
。
生
産
部
門
は
、
製
造
、
開
発
、

営
業
と
い
っ
た
企
業
の
売
り
上
げ
に
直
接
影
響
を
与
え

る
部
門
の
こ
と
を
言
い
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
は
、
そ
の
生

産
部
門
が
長
期
的
か
つ
安
定
的
に
生
産
活
動
を
行
え
る

よ
う
会
社
の
売
り
上
げ
に
間
接
的
に
影
響
を
与
え
る
部

門
を
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
例
え
る
な
ら

ば
、
大
谷
翔
平
選
手
と
水
原
一
平
通
訳
の
関
係
や
多
く

の
人
が
教
育
課
程
の
中
で
経
験
し
た
部
活
動
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
生
産
部
門
の
一
躍
を
担
う
「
技
術
統
括
部
」
に

お
け
る
改
善
項
目
は
、
「
コ
ス
ト
改
善
・
作
業
そ
の
も

の
と
環
境
の
改
善
・
安
全
性
や
能
率
の
向
上
・
自
動

化
」
な
ど
、
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
生
産
現

場
に
お
い
て
は
、
現
場
主
導
の
Ｑ
Ｃ
や
Ｊ
Ｋ
と
い
っ
た

「
改
善
活
動
」
が
継
続
し
て
行
わ
れ
実
益
を
生
ん
で
い

ま
す
が
、
近
年
、
技
術
系
総
合
職
主
導
に
よ
る
改
善
活

動
は
停
滞
気
味
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
改
善

活
動
の
停
滞
の
要
因
の
１
つ
は
、
人
材
需
給
バ
ラ
ン
ス

の
不
均
衡
問
題
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
鉄
鋼
３
支
店
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
技
術
部
隊

を
配
備
し
社
内
外
の
要
請
に
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。

30
年
程
前
か
ら
は
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
分
野
で
の
研
究
開

発
に
も
注
力
し
、
開
発
当
初
か
ら
技
術
面
で
参
画
し
て

い
た
塩
化
鉄
液
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
９

９
４
年
に
新
日
本
製
鐵
殿
（
現
日
本
製
鉄
殿
）
よ
り
移

管
さ
れ
、
当
社
の
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
堺
市
で
操
業
を
始
め
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

精
密
機
械
加
工
事
業
は
、
近
年
の
半
導
体
製
造
装
置
の

特
需
を
反
映
し
、
2
0
2
0
年
に
北
九
州
市
若
松
区
に

響
工
場
を
増
設
し
、
Ａ
Ｉ
や
自
動
化
の
波
を
取
り
込
む

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
専
属
の
技
術
ス

タ
ッ
フ
を
定
期
的
に
採
用
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

特
に
堺
工
場
に
お
い
て
は
年
齢
構
成
が
極
端
に
二
分
化

し
、
伝
承
す
べ
き
技
術
が
受
け
継
が
れ
ず
、
あ
る
種
、

新生 【第五回】 技術統括
この企画ではテーマや分野別に、「新生アステック入江」において課題解決や成長に
向けて推進していく活動計画等について掲載します。第五回は技術統括について取り
上げます。

１
．始
め
に

４
．技
術
統
括
部
の
役
割

３
．人
材
需
給
バ
ラ
ン
ス
の

　

 　
　
不
均
衡
問
題
に
つ
い
て

上席執行役員
技術統括部長
秦 吉範

匠
の
技
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
会
社
存
続
の
た
め
に
、
将
来
に
バ
ト
ン
を
渡
し
続
け

る
と
い
う
大
義
を
考
え
る
と
、
会
社
と
し
て
は
大
い
に

反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
ま
さ

に
こ
れ
こ
そ
が
技
術
統
括
部
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
課
題
認
識
を
整
理
し
再
編
し
た
「
技
術
統
括
部
」
に

お
い
て
の
役
割
は
、
「
開
発
・
改
善
・
品
質
・
知
的
所

有
権
」
な
ど
の
情
報
資
源
を
活
か
し
、
会
社
存
続
に
寄

与
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
「
技
術
系
総
合
職

の
一
括
管
理
」
と
銘
打
っ
て
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
鋭
意
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

　　
以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
日
々
の
業
務
の
中
で
行
わ

れ
る
永
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
今
後
の
取
り
組
み
概
要
〉

・
各
事
業
所
に
お
け
る
技
術
ス
タ
ッ
フ
定
員
の
明
確

化
と
適
正
配
置

・
各
事
業
所
に
お
け
る
技
術
系
総
合
職
に
よ
る
生
産

技
術
活
動
推
進
の
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
精
密
機
械
加
工
の
自
動
化
推
進
の

サ
ポ
ー
ト

・
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
計
画
の
企
画
と

人
事
部
門
と
の
協
調
に
よ
る
実
行

・
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
計
画
の
策
定
と
実
行

・
将
来
の
幹
部
候
補
の
選
出
と
育
成
支
援

２
．新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
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（響工場）大型マシニングセンタ

多
く
の
力
作
が

揃
い
ま
し
た

藤高支店長から表彰を受ける渡邉さん

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

記念すべき第一回の優勝作品！

新
し
い
機
械
で
売
り
上
げ
に
貢
献

新
し
い
機
械
で
売
り
上
げ
に
貢
献

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
等
新
規
導
入

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
事
業
所

た
く
さ
ん
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
！

た
く
さ
ん
の
力
作
が
集
ま
り
ま
し
た
！

プ
ラ
モ
デ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

光
支
店

　
ご
安
全
に
！

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
事
業
所
堺
工
場
で
は
、
8
月

に
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
老
朽
更
新
で
導
入
致

し
ま
し
た
。
更
新
前
の
マ
シ
ン
は
2
0
0
5
年

に
導
入
し
、
主
に
住
友
電
気
工
業
様
向
け
の
量

産
品
の
加
工
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
導
入

し
た
同
型
式
の
新
型
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン
は
、
現
在

フ
ル
稼
働
で
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
響
工
場
で
も
8
月
に
京
セ
ラ
様
向
け

の
量
産
品
加
工
や
新
た
な
種
類
の
量
産
を
行
う

べ
く
、
大
型
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
を
2
台
導

　

9
月
4
日
（
月
）
か
ら
8
日
（
金
）
、
支
店

に
て
プ
ラ
モ
デ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
ど
の
く
ら
い
の
出

展
が
あ
る
か
少
々
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、

社
員
ご
家
族
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
夏
休

み
期
間
で
の
制
作
を
計
画
し
た
こ
と
も
あ
り
最

終
的
に
は
ご
家
族
を
合
わ
せ
て
、
23
点
も
の
出

展
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
孫
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
作
品
、
お
子
さ

ん
が
初
め
て
作
っ
た
作
品
、
初
挑
戦
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
作
品
な
ど
、
ご
家
族
で
モ
ノ
づ
く
り

に
挑
戦
し
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
の
詰

ま
っ
た
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

支
店
に
て
展
示
し
、
全
社
員
で
の
人
気
投
票

を
実
施
し
ま
し
た
。
甲
乙
つ
け
が
た
く
、
選
出

に
悩
ま
れ
た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

結
果
は
、
M
1
エ
イ
ブ
ラ
ム
ス
を
製
作
し
た

渡
邉
さ
ん
が
優
勝
、
準
優
勝
に
ユ
ニ
コ
ー
ン
ガ

ン
ダ
ム
製
作
の
井
上
さ
ん
、
3
位
に
ス
ト
ラ
イ

ク
フ
リ
ー
ダ
ム
ガ
ン
ダ
ム
製
作
の
財
間
さ
ん
が

入
賞
し
ま
し
た
。
支
店
長
か
ら
表
彰
を
受
け
、

大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
を
終
え
て
、
「
次
回
は
？
」
と

の
声
も
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
も

計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
回
も
気
合
の
入
っ
た
作
品
が
集
ま
り
そ
う

で
す
！

（
藤
村
）

▶（
堺
工
場
）
ス
ギ
ノ
マ
シ
ン 

入
致
し
ま
し
た
。
う
ち
1
台
は
、
お
客
様
の
最

新
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
自
動
運
転

の
取
り
組
み
を
お
客
様
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
が
成
功
す
れ
ば
、
ノ
ウ
ハ

ウ
や
技
術
に
頼
ら
な
く
て
も
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
未
来
も
近
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
機
械
を
活
用

し
、
売
り
上
げ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
松
井
）

砂川さん(右)の説明に聞き入る子供たち

素晴らしい発表をした佐藤さん

第
92
回
大
協
会
Ｊ
Ｋ
発
表
大
会

大
分
支
店

佐
藤
秀
磨
さ
ん 

初
め
て
で
も
堂
々
と

佐
藤
秀
磨
さ
ん 

初
め
て
で
も
堂
々
と

　
８
月
18
日
（
金
）
、
第
92
回
大
協
会
Ｊ
Ｋ
発
表
大
会
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
分
支
店
か
ら

は
、
副
原
料
係
の
佐
藤
秀
磨
さ
ん
が
「
副
原
料
工
場
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
職
場
改
善
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
当
日
は
7
件
の

発
表
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
発
表
順
番
は
ク
ジ
引
き
で
決

定
さ
れ
、
佐
藤
さ
ん
は
な
ん
と
1
番
目
の
発
表
に
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
入
社
3
年
目
に
し
て
初
め
て
の
社
外
発
表
、
そ
れ
も

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
緊
張
の
度
合
い
も
、
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内
容
を
堂
々
と
、

か
つ
丁
寧
に
発
表
し
、
大
会
賞
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
安
全
・
能

率
・
コ
ス
ト
・
環
境
・
人
材
育
成
の
各
要
素
が
包
括
さ
れ
た
活
動

報
告
（
マ
イ
ク
ロ
波
式
レ
ベ
ル
計
の
導
入
と
監
視
カ
メ
ラ
の
更

新
）
は
、
新
生
ア
ス
テ
ッ
ク
入
江
「
基
盤
づ
く
り
の
推
進
」
に
貢

献
し
た
発
表
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

（
房
前
）

説明を熱心に聞く生徒の皆さん

折
尾
高
校
１
年
生
職
場
見
学

八
幡
支
店

鉄
づ
く
り
の
魅
力
を
伝
え
る

鉄
づ
く
り
の
魅
力
を
伝
え
る

　
8
月
3
日
（
木
）
、
福
岡
県
立
折
尾
高
等
学
校
1
年
生
40
名
が

八
幡
支
店
の
見
学
に
訪
れ
ま
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
普
段
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
製
鉄
所
の
建
屋
や
設
備
の
ス
ケ
ー
ル
に
興
味

津
々
の
様
子
で
、
製
鋼
工
場
や
鍋
セ
ン
タ
ー
の
現
場
見
学
で
は
梶

原
支
店
長
代
理
の
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

同
行
し
た
若
手
ス
タ
ッ
フ
か
ら
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
就
職
活
動
の
体

験
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
猛
暑
日
と
な
り
、

見
学
も
午
後
2
〜
３
時
と
１
日
の
う
ち
で
最
も
暑
く
な
る
時
間
帯

に
行
わ
れ
た
た
め
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
で
の
実
施
と

な
り
ま
し
た
が
、
水
分
・
塩
分
補
給
と
休
憩
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

無
事
に
見
学
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
工
場
見
学
を
通
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
鉄

づ
く
り
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
将
来
は
ア
ス
テ
ッ

ク
入
江
の
仲
間
と
し
て
切
磋
琢
磨
で
き
る
日
が
来
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
大
西
）

都
市
鉱
山
に
興
味
津
々
！

都
市
鉱
山
に
興
味
津
々
！

北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト

F
M
事
業
部

　
7
月
25
日
（
火
）
、
北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
主
催
の

「
夏
休
み
親
子
探
検
ツ
ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
探
検
ツ

ア
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
と
し
て
、
F
M
事
業
部
響
工
場
に
て

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
親
子
合
わ
せ
て
21
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
「
金
メ
ダ
ル
と
都
市
鉱
山
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
供
た
ち
に
身

近
な
ゲ
ー
ム
機
に
関
連
さ
せ
た
金
や
都
市
鉱
山
の
話
、
そ
し
て
弊

社
の
都
市
鉱
山
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
化
学
実
験
や
都
市
鉱
山
工
場
の
見
学

の
後
は
金
メ
ダ
ル
な
ど
の
展
示
物
を
見
て
触
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
中
、
子
供
た
ち
か
ら
何
度
も
歓
声
が
上
が
り
、
質

問
も
積
極
的
に
飛
び
出
す
な
ど
非
常
に
賑
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
金
に
も
負
け
な
い
子
供
た
ち
の
キ
ラ
キ

ラ
し
た
瞳
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
も
元
気
づ
け
ら
れ
る

充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
砂
川
）
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　安全小集団活動の取り組みとして、類災検討、
ヒヤリハット報告、危険予知トレーニング、標準書
の見直し・改訂、作業演練、改善活動等に皆で取
り組んでいます。また、安全な職場作りの基本であ
る一作業一片付けの徹底と6S活動を常に心掛
け、作業場全体の整理整頓の維持継続に努めて
います。

　今後、6S活動の継続を行い働きやすく安全な職場を維
持し、不具合箇所は早期対応で是正していきます。また、
ベテラン層が培った技能・知識・経験を若年層に伝承し多
能工化を図り、各人のレベルアップにつなげていきたいと
考えます。そして、お客様からの要望に柔軟な対応を行
い、職場の活性化・未来へ繋ぐことが出来るよう頑張って
いきます。

あ な た の 職 場 紹 介
第64回

　ご安全に！私たちは連鋳課連鋳係常昼のメンバーです。20代から60代の計20名で編成されており、主にTD整
備、鍋整備作業、IBEをオフラインで行っています。作業内容はレンガ築造や流し込み作業、クレーン作業、トラッ
ク・重機による運搬作業、資材管理、鋳造された検査ラインにおける内質判定(二次判定)等です。作業内容が異な
り、作業場所が異なるため、朝の全体ミーティング後に生じた課題は携帯電話で情報を共有し業務を行っていま
す。人間関係も良く非常に風通しの良い職場です。これからも各自一人一人が共通・個別遵守事項を徹底し、日々安
全最優先で丁寧な作業を心掛けています。  　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （河野）

仕事に関する目標について
一言お願いしました。
仕事に関する目標について
一言お願いしました。

今後の目標「三現主義」の活動

かわ  の    こういち

河野 晃一さん
かわ  の    こういち

河野 晃一さん
みの やすあき

蓑 靖明さん
みの やすあき

蓑 靖明さん

いしぐろ   けんせい

石黒 剣聖さん
いしぐろ   けんせい

石黒 剣聖さん

たかむね けん し

髙宗 賢司さん
たかむね けん し

髙宗 賢司さん
  わ　だ   しょうぞう

和田 昇三さん
  わ　だ   しょうぞう

和田 昇三さん

かな  だ　のぶひさ

金田 信寿さん
かな  だ　のぶひさ

金田 信寿さん
やまぐち ひろ  き

山口 弘樹さん
やまぐち ひろ  き

山口 弘樹さん
くらもと  けんいち

蔵本 健一さん
くらもと  けんいち

蔵本 健一さん
  お  がわ  こう   じ

小川 幸治さん
  お  がわ  こう   じ

小川 幸治さん

にし  お  わたる

西尾 渉さん
にし  お  わたる

西尾 渉さん

  あ    べ  りょうすけ

安部 良介さん
  あ    べ  りょうすけ

安部 良介さん
みちすえたけし

道末 剛さん
みちすえたけし

道末 剛さん
くりやま  こう  じ

栗山 浩二さん
くりやま  こう  じ

栗山 浩二さん
  や    の　よしはる

矢野 芳治さん
  や    の　よしはる

矢野 芳治さん

きみはら りょうじ

公原 亮二さん
きみはら りょうじ

公原 亮二さん
  お　の　みつひろ

小野 允裕さん
  お　の　みつひろ

小野 允裕さん

おお  た    としひろ

太田 稔宏さん
おお  た    としひろ

太田 稔宏さん
やま  ぢ　けん  た  ろう

山地 健太郎さん
やま  ぢ　けん  た  ろう

山地 健太郎さん

ひさつね ひでのり

久恒 英法さん
ひさつね ひでのり

久恒 英法さん
①

⑧

⑮

②

⑨

⑯

③

⑩

⑰

④

⑪

⑱

⑤

⑫

⑲

⑥

⑬

⑦

⑭

落ち着いた丁寧な作
業ができる環境作り
を心掛けます。

落ち着いた丁寧な作
業をします。

確認作業を怠らず、
品質トラブルゼロを
継続します。

丁寧な作業を実践し
ます。

基本行動の徹底を行
います。

安全運転を実践しま
す。

手を出す前に一呼吸
で安全行動に努めま
す。

行動前の一呼吸で安
全行動。

安全で働きやすい職
場を目指して行こ
う。

自分の体は自分で守
ります。

責任を持って仕事を
します。

ルール遵守で安全職
場を実践しよう。

ルールを守り安全最
優先で作業をしま
す。

遵守事項を徹底し作
業を行います。

ＹＫ－１の徹底！安
全作業でバッチリ行
こう !!

ルールを守り丁寧な
仕事をします。OK

ルールを守り怪我を
しません。

一つ一つ安全作業を
心掛けます。

一行動一確認の実践
します。

① ②

⑱⑰⑯ ⑲

③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑪

⑫
⑬

⑭
⑮

⑩
八幡支店 連鋳課 連鋳係 常昼

 MEMBERの紹介

わたしたちのＳＤＧｓわたしたちのＳＤＧｓ
vol.10

　
当
社
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
に
つ
い
て
各
事
業
部
よ
り

報
告
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
本
社
に
お
け
る
取
り
組
み
計

画
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

各
事
業
部
の
活
動
紹
介　
⑥
本
社

本
社　
誰
も
が
働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て

　

２
０
２
３
年
３
月
、
本
社
３
階
男

性
ト
イ
レ
を
改
装
し
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
２
つ
あ
っ
た
個
室
を
１

つ
に
し
、
入
口
や
空
間
を
広
く
す
る

こ
と
で
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
ト
イ

レ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
３
階
執
務
室
の
レ
イ
ア
ウ
ト
見
直
し
を
行
い
、

机
と
机
の
間
隔
を
広
く
し
ま
し
た
。
通
路
を
広
げ
る
こ
と

で
高
齢
者
、
障
が
い
者
や
子
育
て
世
代
な
ど
、
す
べ
て
の

人
々
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
普
段
気
に
も
留
め
な
い
小
さ
な
段
差
や
扉
の

開
け
閉
め
な
ど
も
、
身
体
の
不
自
由
な
方
が
生
活
す
る
上

で
は
大
き
な
負
担
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
視
点
で
職
場

全
体
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
事
案
の
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
、
よ
り
充
実
し
た
職
場
環
境
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
私
た
ち
が
目
指
す
こ
れ

か
ら
の
カ
タ
チ
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
す

べ
て
の
人
が
働
き
や
す
い
職
場
を
目
指
し
て
活
動
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

（
平
田
）

◆
用
語
解
説

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

　
　
そ
の
人
の
持
つ
特
性
や
性
別
、
年
齢
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
気
兼
ね
な
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
ト

イ
レ
の
こ
と

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
　
す
べ
て
の
人
々
が
利
用
し
や
す
い
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、
空
間
の

デ
ザ
イ
ン
の
こ
と

ゴ
ー
ル
を
決
め
笑
顔
の

八
幡
・
塚
﨑
さ
ん(

右)

と

仲
間
た
ち

見
守
る
応
援
団
の
皆
さ
ん

楽しい大会になりました

本社・田口さん(左)のドリブル

八
幡
チ
ー
ム
が
躍
動
！

八
幡
チ
ー
ム
が
躍
動
！

第
10
回
ふ
れ
あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

本
社
・
八
幡
支
店

　

9
月
30
日
（
土
）
、
本
城
運
動
場
に
て
行
わ

れ
た
第
10
回
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
応
援
ふ
れ

あ
い
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
に
、
本
社
と
八
幡
支
店

か
ら
2
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
社
チ
ー

ム
は
初
戦
に
見
事
勝
利
し
た
も
の
の
、
応
援
団

が
見
守
っ
た
2
、3
戦
目
は
疲
れ
た
の
か
（
は
た

ま
た
応
援
団
の
視
線
に
緊
張
し
た
の
か
）
動
き

に
精
彩
を
欠
き
、
結
局
1
勝
2
敗
で
終
了
。
一

方
の
八
幡
チ
ー
ム
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜
群
な
プ

レ
ー
で
ゴ
ー
ル
を
量
産
。
3
戦
目
こ
そ
本
格
的

な
相
手
チ
ー
ム
に
敗
れ
た
も
の
の
2
勝
1
敗
の

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
試
合
終
了
後
は
組
合

か
ら
用
意
さ
れ
た
お
い
し
い
弁
当
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。
9
月
末
と
は
思
え
な
い
暑
さ
の
中

で
し
た
が
参
加
者
全
員
、
熱
中
症
に
な
る
こ
と

な
く
無
事
終
了
。
昨
年
に
続
き
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
楽
し
い
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

（
坂
口
）
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今
回
の
社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
予
選
で

は
、
初
戦
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
の

悔
し
さ
を
糧
に
九
州
代
表
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

桒
田 

康
介 

選
手
（
大
分
支
店
）

右
投
右
打
・
外
野
手

く
わ  

た　

  

こ
う 

す
け

　
2
0
2
3
年
9
月
20
日
（
水
）
か
ら
5
日
間
、
北
九
州
市

民
球
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
48
回 

社
会
人
野
球
日
本
選
手

権
大
会 

九
州
地
区
最
終
予
選
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
製
鉄
九
州
大
分
硬
式
野
球
部
は
、
超
戦
〜Keep 

attacking

〜
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
9
月
21
日
、
沖
縄
電
力

と
対
戦
し
ま
し
た
。
前
半
は
先
発
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
好
投
で
沖

縄
電
力
の
打
線
を
抑
え
て
い
ま
し
た
が
、
終
盤
は
徐
々
に
リ

ー
ド
を
広
げ
ら
れ
、
0-

6
で
敗
れ
大
会
を
終
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
試
合
で
の
桒
田
選
手
の
出
場
機
会
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
で
チ
ー
ム
に
貢

献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
仕
事
」
と

「
野
球
」の
二
刀
流
で
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
森
山
）

日
本
製
鉄
九
州
大
分
硬
式
野
球
部 

所
属

Ｑ
．社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
予
選
を
終
え
て

今
大
会
で
は
、チ
ー
ム
全

体
の
士
気
も
高
く
、激
し

い
試
合
が
予
想
さ
れ
ま

す
。前
回
大
会
の
雪
辱
を

果
た
す
た
め
に
、チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

日
頃
か
ら
支
え
て
下
さ

る
会
社
の
方
々
や
ラ
グ

ビ
ー
が
で
き
る
環
境
に

感
謝
し
て
、公
式
戦
で
は

〝
全
力
〞
で
チ
ー
ム
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
．リ
ー
グ
戦
に
つ
い
て

昨
年
は
リ
ー
グ
優
勝
で
き

ず
、悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。今
年
こ
そ
優
勝
し
、
い

つ
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い

て
い
る
皆
様
へ
の
恩
返
し

を
し
ま
す
。ご
声
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

Ｑ
．リ
ー
グ
戦
に
つ
い
て

桒田選手（9月21日・沖縄電力戦）

第２代表決定戦で大活躍をみせました

歓喜の瞬間をかみしめる黒田選手(中央)

予
選
序
盤
は
結
果
が
出
ず
悔

し
か
っ
た
で
す
が
、会
社
の
方

が
最
後
ま
で
声
援
を
く
れ
た

お
か
げ
で
代
表
決
定
戦
で
は

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。周
り
の
方
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
戦
い
ま
す
。

黒
田 

直
樹 

選
手
（
光
支
店
）

く
ろ  

だ　

  

な
お  

き

　
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
硬
式
野
球
部
は
9

月
15
日（
金
）か
ら
第
48
回
社
会
人
野
球

日
本
選
手
権
大
会
中
国
地
区
最
終
予
選

に
出
場
し
ま
し
た
。
光
支
店
安
全
環
境

防
災
グ
ル
ー
プ
所
属
の
黒
田
選
手
は
5

番
フ
ァ
ー
ス
ト
で
出
場
し
ま
し
た
。
予

選
リ
ー
グ
を
２
位
で
通
過
し
、
代
表
決

定
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
第
2
代
表

決
定
戦
で
は
中
国
地
区
の
強
豪
J
R
西

日
本
と
対
戦
し
ま
し
た
。
黒
田
選
手
は

攻
守
に
お
い
て
大
活
躍
。
チ
ー
ム
は
延

長
10
回
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の
末
、
６-

３

で
破
り
、
28
大
会
30
年
ぶ
り
7
回
目
の

本
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
11

月
8
日（
水
）か
ら
開
か
れ
る
本
大
会
に

中
国
地
区
第
2
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。
本
大
会
で
は
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
十
二
分
に
発
揮
し
、
大
阪
の
地
で
大

暴
れ
す
る
事
を
期
待
し
ま
す
。（
河
内
山
）

日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
硬
式
野
球
部 

所
属

Ｑ
．社
会
人
野
球
日
本
選
手
権
予
選
を
終
え
て

日
本
選
手
権
の
本
大
会
は
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大

阪
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
鉄
ス
テ
ン
レ
ス
は

12
日
（
日
）
18
時
か
ら
H
o
n
d
a
（
埼
玉

県
）と
対
戦
。
本
選
の
模
様
は
新
年
号
に
て
！

当社には日本製鉄㈱様や同社関連会社のス
ポーツチームに所属し、日々の業務に勤し
みながら練習を重ねてプレーす
る社員の方々がいます。そんな
アスリートの皆さんが今秋、公
式戦に挑みましたのでその様子
を紹介します。

Fight！入江のアスリ
ート！

イリエスポーツイリエスポーツ
第48回社会人野球日本選手権大会 本戦出場決定!!

多くの仲間が試合に駆け付けました
(10月15日 安川電機戦)

大嶋選手(9月23日・三菱重工長崎戦)

ラインアウトでボールを
投げ入れる江口選手

果敢にボールに絡む
前原選手(右から２人目)

大
嶋 

凜
太
郎 

選
手
（
本
社
）

お
お 

し
ま　
り
ん  

た　
ろ
う

　
日
本
製
鉄
八
幡
ラ
グ
ビ
ー
部
は
今
年
も
ト
ッ

プ
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
リ
ー
グ
の
戦
い
に
挑
ん
で
い

ま
す
。
チ
ー
ム
は
10
月
29
日
（
日
）
の
第
5
戦

終
了
時
点
で
３
勝
２
敗
と
い
う
成
績
を
収
め
、

リ
ー
グ
戦
を
２
位
で
終
了
。
11
月
か
ら
始
ま
る

順
位
決
定
戦
に
臨
み
ま
す
。
総
務
グ
ル
ー
プ
所

属
の
大
嶋
凜
太
郎
選
手
も
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て

活
躍
。
中
で
も
9
月
23
日
（
土
）
に
長
崎
で
行

わ
れ
た
三
菱
重
工
長
崎
戦
で
は
終
始
キ
レ
の
あ

る
動
き
を
披
露
。
ノ
ー
サ
イ
ド
間
際
に
は
ト
ラ

イ
を
決
め
る
な
ど
大
活
躍
を
み
せ
ま
し
た
。
本

人
も
試
合
直
後
に
は
「
久
々
に
ト
ラ
イ
を
決
め

ら
れ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
」
と
白
い
歯
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。
順
位
決
定
戦
で
も
チ
ー
ム
お
よ

び
大
嶋
選
手
の
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
坂
口
）

日
本
製
鉄
八
幡
ラ
グ
ビ
ー
部 

所
属

江
口 

諒 

選
手
（
大
分
支
店
）

 

え   

ぐ
ち  

ま
こ
と

前
原 

豊
礼 

選
手
（
大
分
支
店
）

ま
え 

は
ら　

 

と　
ら
い

　
大
分
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
日

本
製
鉄
大
分
ラ
グ
ビ
ー
部
が
今
年
設
立
）
は
、

九
州
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
予
選
リ
ー
グ
の
試
合
を
戦

っ
て
い
ま
す
。
第
１
戦
で
は
、
34-

37
と
接
戦

を
制
し
、
現
在
勢
い
に
乗
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
6
月
に
も
別
府
市
に
て
行
わ
れ
た
J
A
L

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
3
チ
ー
ム
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
を
1
勝
1
敗
と
健
闘
し
て
い
ま

す
。
大
分
支
店
か
ら
は
江
口
・
前
原
の
両
名
が

F
W
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
参
加
。
ト
ラ
イ
を

決
め
る
な
ど
活
躍
し
て
お
り
ま
し
た
。
小
さ
い

頃
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
愛
し
て
や
ま
な
い
こ
の
両

名
に
今
後
の
期
待
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
加
藤
）

大
分
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

所
属

祝 右
投
左
打
・
一
塁
手

《
ポ
ジ
シ
ョ
ン
》
ロ
ッ
ク
（
L
O
）

《
ポ
ジ
シ
ョ
ン
》
プ
ロ
ッ
プ
（
P
R
）

　
　
　
　
　
　
　
フ
ッ
カ
ー
（
H
O
）

《
ポ
ジ
シ
ョ
ン
》
プ
ロ
ッ
プ
（
P
R
）

　
　
　
　
　
　
　
フ
ッ
カ
ー
（
H
O
）

江口選手前原選手

Fight！
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